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1改訂履歴

No 日付 変更内容

１ 2022/12/12 新規作成

２ 2022/12/13 G-TASモバイル連携、コール連絡票からの連携に「※RJの方は、VPN接続が必要となります。」を追記

３ 2022/1/10 G-TASモバイルクイックログイン廃止に伴うG-TASモバイル連携画面遷移を修正。

４ 2026/6/25 仕様変更に伴い各項の記載を修正・追記

５

６

７

８

９
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@Remote定時通信 ﾃﾞｰﾀ蓄積

保守実績

・故障予測分析

＠機器診断カルテ

①最新の機器情報提供

◎転写紙ジャム

◎原稿ジャム

◎SC発生履歴

◎ﾌｧｰﾑｳｴｱ情報

②部品カウンタ情報

③故障予測情報

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ常時接続機 は毎日1回※機械の各種情報
（カウンタ、SC・ジャム情報、センサー情報等）を
リコーのセンターシステムに送信しています。
※送信時刻は機器ごとにランダムに設定されています(処理分散)

Isys-One
蓄積データを活用し、

分析結果を自動化

自動分析
自動集計

@Remote定時通信受信後⇒数時間で最新機器情報を反映(保守実績を除く)

※故障予測情報は毎日日中に計算し最新情報を即時反映

＠Remote機器診断カルテの仕組みについて

G-TAS

機種・機番入力

Isys-One

カルテ画面へ連携

ｺｰﾙ連絡票
連携
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データ表示の仕組み概略説明
・表示されている実データについて
＠Remote（常時接続機） は毎日1回 機械の各種情報（カウンタ、SC・ジャム情報、センサー情報等）を
リコーのセンターシステムに通報します。過去蓄積された通報履歴及び日々新たに通報受信する情報を元に、
データを見やすい形に整形加工して表示しています。
また Isys-One、RSセンターに登録されている情報、CForce（ｺｰﾙ受付ｼｽﾃﾑ）からも情報を取得し、併せて
表示しております。

・表示情報更新タイミング
毎日一回の定時通知受信後数時間以内に情報が更新されます。定時通知通報時刻は機械毎に24時間
以内にランダムに分散して設定されています。従って機械の現時点での最新の情報が常に表示されるわけでは
ありません。
ジャムやSCの情報も定時情報受信後に各種計算をした後で表示されるため時間差があります。
（数時間以内）

＠Remote接続されていない期間の情報は正確に表示されません。
表示情報の中には Isys-One保守履歴 を利用して計算する情報があります。この情報は保守履歴が入力
されていない場合や正しく入力されていない場合には正確に表示されません。

機器診断カルテ仕組み・仕掛けの説明(詳細)



Isys-Oneから機器診断カルテ画面への遷移（機器照会画面から）
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① 機器照会画面の 「機器診断カルテ」ボタン押下で 該当機器の機器診断カルテに遷移

機器診断カルテの
トップ画面に遷移

※＠Remote接続機のみ
ボタンが活性化されます。
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② 訪問準備情報画面の 「機器診断カルテ」ボタン押下で 該当機器の機器診断カルテに遷移

Isys-Oneから機器診断カルテ画面への遷移（訪問準備情報画面から）

機器診断カルテの
トップ画面に遷移

※＠Remote接続機のみ
ボタンが活性化されます。
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Isys-One計画タスク一覧画面での予兆情報の表示

③ 計画タスク一覧画面への故障予兆情報の表示
既に計画タスクが存在する機番で 故障が予測された場合に、予兆欄に「○」表示されます。

機器診断カルテの
トップ画面に遷移

※＠Remote接続機のみ
ボタンが活性化されます。
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G-TASからの連携

情報検索（支援）メニューで
機器診断カルテを選択

機種略号
機番（６桁）入力
で機器診断カルテ
トップ画面に遷移
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G-TASモバイルからの連携

「統合ID/パスワード」
を入力してサインイン

※RJの方は、VPN接続
が必要となります。

「[0]Topメニューへ」
をタップ

「[6]機器診断ｶﾙﾃ」
をタップ

機種略号/機番を
入力し表示をタップ

機器診断カルテの
トップ画面が表示
されます。
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コール連絡表からの連携（リコージャパン、RTCご利用のパートナー様）

「機器診断カルテ連携」をタップ

※＠Remote接続機器のみ
「機器診断カルテ」メニューが
表示されます。

機器診断カルテの
トップ画面が表示
されます。
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①該当機種機番基本情報
・トータルカウンタ：データ取得日時のカウンタ
・通信日時：直近の＠Remoteデータ取得日時
・設置年月日：機器の設置年月日
・顧客名 

⑤転写紙ジャム情報
・先月迄の発生状況：
先月迄の6ヶ月間の転写紙ジャム発生回数、転写紙の面数を表示。
・今月発生回数：今月の転写紙ジャム発生回数を表示
⇒「発生回数」「頻度」等を判断し、詳細画面で確認し、
訪問準備する。

⑥原稿ジャム情報
・先月迄の発生状況：
先月迄の6ヶ月間の原稿ジャム発生回数、ADFの面数を表示。
・今月発生回数：今月の原稿ジャム発生回数を表示。
⇒発生傾向から判断して、詳細画面で確認・訪問準備する。

⑦SC発生情報
・過去３０日間のSC（ﾀｲﾌﾟC、ﾀｲﾌﾟD)の発生状況を表示。
⇒発生数が多い場合は詳細画面で確認し、訪問準備する。

⑧部品カウンタ情報（PM部品のみ）
・「寿命１５日以内部品」と「寿命45日以内部品」を表示。
⇒表示されていたら、必要に応じて交換部品を準備する。

⑨ファームウエア情報
・機器のファームとSeresの最新ファームで「System/Copy」
「Engine」「Network Support」「Package_ALL」で
差異があれば その旨 表示される。
⇒表示されていたら、必要に応じてファームの準備をする。

③総合診断結果
 該当機器に関するサマリー情報を表示。

カルテトップ画面（機器診断カルテ画面）

④故障診断予測情報
 故障予測診断情報を表示。・診断日：システムにて診断された日時。
・診断タイプ：診断された予測ﾓﾃﾞﾙのﾓﾃﾞﾙ番号を表示。
・作業指示内容を表示

②

④

③

⑤ ⑥

⑦ ⑧

⑩メニューバー
・各詳細画面に遷移するメニュー。
ピン止めする事で画面横幅を狭めた場合でも
メニューが表示される。
（ピン止めしないで横幅を縮めるとメニューが消える。）

⑩

①

②お知らせ
 メンテナンスによる停止の予告やアップデートについてのお知らせを表示。

⑨
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故障診断予測情報
各種センサー・ジャム/SC履歴から予測される故障診断情報を表示。診断情報
が無い場合は表示されない。
・診断日：システムにて診断された日時。
・診断タイプ：診断された予測モデルのモデル番号を表示。
予測モデルは順次拡張予定。

・作業指示内容（有効な処置）を表示
・診断結果詳細として、診断のベースとなる元データ情報を表示する。
※故障診断情報画面では、過去に診断された履歴もあわせて全て表示
される。（故障診断情報は訪問した時点で 履歴に移行する。機器診断
カルテ画面では履歴に移った故障診断情報は表示されない。）

故障予測画面
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機器履歴直近100件

・機器品質履歴（ジャム、SC、故障予測）と
対応履歴（手配（入電/RS)・訪問）
を合わせて確認する画面。
訪問前後の機器状況確認及び監視に利用する。

設置から現在までの以下の情報を時系列に表示する。

①転写紙ジャム
②原稿ジャム
③SC発生履歴
④RTC入電・手配履歴（RJとRTCご利用パートナー様のみ）
⑤RS自動通報及び対応履歴
⑥故障診断履歴
⑦訪問履歴（設置/点検・PM/EM/継続等）

・最下部の機器履歴全件表示押下で全件表示画面に遷移。
全件表示後、「絞込み条件」ボタンが有効になり特定分類の履
歴のみフィルターして表示可能。（例：訪問・SCのみ等）

機器履歴画面（１）

中略
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機器履歴画面（２） ～表示情報補足①～

ケース カルテに表示される「分
類」

RTCでのテレメンテ テレメンテ(CC)

CE問診でのテレメンテ テレメンテ(CE)

RSセンターでのテレメンテ テレメンテ(RS) 

お客様から承ったコールキャンセル お客様キャンセル(CC)

重複によるコールキャンセル 重複キャンセル

電話・お客様サポートアプリ等からの修理手配 手配(入電)

RSコールからの修理手配 手配(RS)

RTCからCEへの連絡メール 連絡

CE訪問時のキャンセル 訪問キャンセル(CE)

前ページに記載の①～⑦の情報について、詳細を補足します。

④RTC入電・手配履歴
 ※RJとRTCご利用のパートナー様のみ表示されます。
※2024/6/25以降分のデータが下記仕様で表示されます。それ以前のデータはすべて「分類：入電」で表示されます。

⑤RS自動通報及び対応履歴
※RJとRTCご利用のパートナー様は表示パターンが異なります。
※2025/12/21以降分のデータが下記仕様で表示されます。それ以前のデータはすべて「分類：RS」で表示されます。

ケース カルテに表示される「分類」

RSセンターでお客様より承ったコールキャンセル お客様キャンセル(RS)

RSセンターから遠隔でエラー復旧確認済 遠隔復旧確認(RS)

RSセンターから修理手配せず状況監視 状況監視(RS)

ケース カルテに表示される「分類」

RSセンターでのテレメンテ CR：コールリセット

RSセンターでお客様から承ったコールキャンセル URTELアリ

RSセンターから遠隔でエラー復旧確認済 URTELナシ

RSセンターから修理手配せず状況監視 状況監視

RSセンターからCEへの連絡事項等 サービス確認依頼

RSセンターからの修理手配 訪問修理依頼

※RJおよびRTCご利用のパートナー様の場合は以下の表示仕様となります
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機器履歴画面（３） ～表示情報補足②～

⑦訪問履歴（設置/点検・PM/EM/継続等）
保守レポートの情報から以下を表示します。

内容：【訪問区分】、【依頼内容】、【現象】
処置：【原因】、【処置】、【作業メモ】※保守レポートに入力されている場合

交換部品がある場合
備考欄に「交換部品あり」を表示します。
リンクをクリックすると交換部品名が表示されます。
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先月迄 過去13ヶ月の転写紙ジャム発生回数
・単純な各月発生回数と13ヶ月前からの累積回数を表示。
・グラフ表示押下でグラフウィンドウを起動。

用紙サイズ別の転写紙ジャム発生回数
・設置してから現在までの用紙サイズ別累積回数を表示。

週別・箇所別転写紙ジャム発生状況（過去６ヶ月）
・押下で、直近までの週毎の発生箇所別回数表示に遷移。
どこで発生しているか、発生場所に変化が無いかを確認する。

前回訪問後使用枚数
・前回訪問以降のトレイ別使用枚数を別ウィンドウで起動。
・前回訪問以降の用紙サイズ別仕様枚数を別ウィンドウで起動。
・保守履歴上の前回訪問日を表示
※Isys-Oneに登録されている直近の訪問日以降の枚数情報を
集計して表示しています。

転写紙ジャム画面（１）
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転写紙ジャム発生履歴３０件
・直近30件の転写紙ジャムの箇所、発生日時、用紙サイズ、
トータルカウンタ、発生間隔を表示。

・合わせてその日のトレイセット情報を表示。
→どのトレイを使ったらジャムになったのかの推測に利用。

・最下部の転写紙ジャム発生履歴全件表示押下で全件表示画面に遷移。

転写紙ジャム画面（２）

トレイ情報
・直近のトレイ毎用紙セット情報を表示。

トレイ別 日別ジャム発生回数/使用枚数
・直近１か月間のトレイ別/日別ジャム回数と使用枚数を表示。
合わせて 転写紙ジャム発生日は赤色で表示する事で、ジャム発生時
の各トレイ使い方を分析する。
※表示期間(直近1ヶ月)に利用のないトレイは表示されません

中略
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先月迄 過去13ヶ月の原稿ジャム発生回数
・単純な各月発生回数と13ヶ月前からの累積回数を表示。
・グラフ表示押下でグラフウィンドウを起動。

週別・箇所別原稿ジャム発生状況（過去６ヶ月）
・押下で、直近までの週毎の発生箇所別回数表示ウィンドウを起動。
どこで発生しているか、発生場所に変化が無いかを確認する。

原稿ジャム発生履歴３０件
・直近３０件の原稿ジャムの箇所、発生日時、原稿サイズ、
トータルカウンタ、発生間隔を表示。

・合わせてその日迄のADF通紙枚数情報を表示。
→ADFをどのぐらい使ったらジャムになったのかの判断に利用。

・最下部の原稿ジャム発生履歴全件表示押下で全件表示画面に遷移。

日別ADFジャム発生回数/使用面数
・直近まで1ヶ月間の日毎ADF使用面数と原稿ジャム回数を表示。

原稿ジャム画面

中略



SC発生時の最大/最小入力電源電圧の表示

対応機種(IM C8000シリーズなど)、SC発生時の最大/最小入力電源電圧のSP値への記録に対応している機種
において、下記のように最大電源電圧と最小電源電圧を表示します。
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SC画面

前回訪問後発生数上位5件表示
・前回訪問後のSC発生件数上位5件を表示。

SC発生履歴直近５０件
・直近５０件のSC番号、名称、発生日時、トータルカウンタ、SC発生時
の最大/最小電源電圧（対応機種のみ）表示。

・SC発生履歴全件表示押下で別ウィンドウで起動し、 13ヶ月間の
SCが全件表示される。

参考)入力電源電圧値の取得（サービスマニュアルより）



20部品カウンタ画面

部品情報表示
・各PM部品の枚数・走行距離、それぞれの規定寿命に対する消耗度
（％）、規定寿命に到達する迄の残日数を表示する。

・規定寿命迄15日以内の部品は赤色で表示する。
・規定寿命迄45日以内の部品は緑色で表示する。
→訪問時に部品交換をしておくかどうかの判断に利用する。

・その他に表示される情報
機械の保有する 交換回数カウンタ、前回交換時の枚数、距離、
交換日が表示される。

※機種によりPM部品に関するカウンタを有していない場合には
表示がされません。

※PM交換対象部品以外は 「％」「残日数」 は非表示です。
サービスマニュアルを確認の上、表示されている枚数情報と距離情報
から交換時期を判断ください。
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パッケージバージョン：Package_ALLファームのバージョンを表示
ACTバージョン：Always Current Technology(ACT)対象機種に
おいて、ACTのバージョンを表示

ファーム一覧表
・機器の各ファームウエアとSeresで公開されているファームウエアを
並べて表示する。
・機器のファームウエアとSeresの最新ファームウエアに差異があれば
赤色で差異を表示。
→差異がある場合には訪問時ファームアップの準備をして下さい。

・「System/Copy」「Engine」「Network Support」
「Package_ALL」
で最新バージョンと差異がある場合はその旨カルテトップ画面に表示され
ます。

ファームウエア画面
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月別使用状況画面

先月迄過去13ヶ月出力枚数表示
・トータルと内数であるフルカラー出力・モノカラー出力を表示。
・グラフ表示押下でグラフウィンドウ起動

先月迄過去13ヶ月ADF使用面数表示
・ADF-表面・ADF-裏面別に表示。
・グラフ表示押下でグラフウィンドウ起動

先月迄過去13ヶ月アプリ別出力枚数表示
・コピー・ファックス・プリンタ別に表示。
・グラフ表示押下でグラフウィンドウ起動



23マルチリンクアプリカウンタ画面

マルチリンクアプリカウンタ詳細情報
・機器に搭載されているマルチリンクカウンタの過去13か月の月別の
利用状況が確認できます。

※マルチリンクアプリを導入後一度も使用していない場合はアプリが
一覧に表示されません



■仲介機器情報について

ワイヤレス@Remoteの場合は以下のように表示され、ワイヤレスドングルの
シリアルが表示されます。

外付けRC Gate経由の場合は以下のようにRC Gateの機種機番が表示
されます。
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顧客登録情報を表示

機器と仲介装置（RC-Gate）の情報表示
・画像機器情報：機器接続形態、ARFU各種、リモートサービス登録状況を表示

（自動検針・トナー自動配送・故障自動通報対応・RFU契約）

・仲介機器情報：ネットワーク接続形態・内蔵か仲介装置かの区分等を表示

基本情報画面
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